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ノシルコア構造のβマンノースへのβ1,2- ザイロースの付加や、還元末端側の GlcNAc へ
のβ1,3- フコースの付加、さらに非還元末端側へのルイス a 構造 [Gal β1,3(Fuc β1,4)
GlcNAc β1] が挙げられる。
　植物に存在するN-グリカン構造の生理機能や生物学的意義については、これまでに様々




殆どない。本論文では、Oryza. sativa の初期生長と N- グリカンの挙動に着目し、生長段





【第1章　発芽前 O. sativa 胚部におけるグライコーム解析】













型 N- グリカンの割合が多く、本章はこれらの既報を踏まえた考察において、N- グリカ
ンが組み合わさることによる糖タンパク質の耐乾燥性制御のメカニズムの存在を示唆して
いる。発芽前 O. sativa 胚部における GN2M3FX の存在は、コンプレックス型 N- グリカ
ンの生合成および種子形成において重要な GlcNAc 転移酵素 I（GnT-I）が種子形成時に
機能していたことを示している。本章の結果では、種子形成時に生合成されたコンプレッ







発芽前 O. sativa 胚部において、種子の長期保存や発芽に必要な最低限のN- グリカン構造
で構成されていることが明らかとなった。
【第2章　発芽48時間後 O. sativa 胚部におけるグライコーム解析】
　第2章では、発芽48時間後 O. sativa 胚部に存在する14種類の主要 N- グリカン構造につ
いて明らかにしている。発芽48時間後の O. sativa 胚部において10% 以上の割合存在して
いたN- グリカンは、M3X	(17.9%)、M3FX	 (15.3%),	GN2M3FX	 (14.8%) であり、5％以上




事を明らかにしている。さらに、コンプレックス型 N- グリカンのうち、ルイス a 構造を




防ぐための防御機構の1つに関与している事を明らかにしている。発芽後 O. sativa 胚部に
おいて、トリマンノシルコア構造にβ1,2- ザイロースおよびβ1,3- フコースが付加した
N- グリカン構造は50.0% を占め、発芽前の23.9% から大幅に増加した事を初めて明らか
にしている。以上の事からβ1,2- ザイロースやβ1,3- フコースが付加されたコンプレック
ス型N- グリカンは O. sativa の発芽初期段階における発芽誘導および O. sativa 胚部の生長
初期に関与する糖鎖であることを明らかにした。本研究結果および木村らによる銀杏種子
の経時変化に伴う N- グリカンの挙動解析から、植物の生長・分化における N- グリカン
構造の変動は種子形成時にはコンプレックス型からパウチマンノース型へ移行し、種子保
存時には比較的シンプルなパウチマンノース型 N- グリカンを主体とする少数の N- グリ
カンへ集約されることが明らかとなった。また、発芽時の種子の N- グリカン構造が、結
合するタンパク質群の発現に伴い「糖鎖多様性も増加」することを明らかにした。以上の
結果から、第2章では、分化誘導初期の O. sativa 胚部において、高度に修飾を受け、かつ




　第3章では、発芽120時間後 O. sativa 生長部に存在する17種類の主要 N- グリカン構造
	 67
について明らかにした。比較構造解析の結果、M3FX は芽部および根部において
GN2M3FX の次に多く存在し、N- グリカンの総量に対する GN2M3FX および M3FX の









GN2M3X、Gal2F1GN2M3X および Gal2F2GN2M3FX の6種類は明所条件および暗所条
件において僅かな差異が確認され、いずれも M3X または M3FX を基本骨格として持つ




果から「O. sativa の特定部位の生長や分化における N- グリカンの挙動が、植物の高等進
化と深く関わっていることを示す」という興味深い考察をしている。
【第4章　銀ナノコロイド曝露を受けた O. sativa 生長部位のグライコーム解析】
　第4章では、過度な環境変化に伴うN-グリカンの挙動を解析するために、Silver	 Nano	
Colloid（SNC）曝露を受けた O. sativa 生長部のN-グリカン構造解析を展開している。表現






SNC曝露を受けた O. sativa 生長部のN-グリカン構造解析を行った。SNC曝露を受けた O. 
sativa 芽部のN-グリカン解析の結果、糖鎖発現量や構造多様性に顕著な差異は確認されなか
った事から、O. sativa 芽部は糖鎖構造の視点からもSNC曝露の影響を殆ど受けていないこ




ックス型N-グリカンであったことから、SNC曝露を受けた O. sativa 根部において、これら
のコンプレックス型N-グリカンの結合する糖タンパク質が積極的に生合成されていること
が考えられた。特筆すべき重要な研究結果として、遊離型のコンプレックス型N-グリカン








　本論文では、O. sativa 胚部の経時変化に伴う N- グリカンの挙動解析を行い、発芽前後
の O. sativa 胚部における構成N- グリカンが劇的に変化することを明らかにしている。発











化に伴う N- グリカン構造とその挙動を解析することは、O. sativa のみならず多くの植物
の生長とそれに伴う N- グリカン構造の関連性について新たな領域を開拓する重要な研究
であり、さらに、植物進化とともに常に新たな環境適応を繰り返してきた植物において、
N- グリカンの多様化が果たしてきた生物学的意義について多くの新知見を得るための礎
となる非常に意味のある研究結果である。本論文は、生命科学研究科（生命科学専攻）の
博士学位審査基準と照合し、妥当な研究内容であると認められる。従って、所定の試験結
果と論文評価に基づき、本審査委員会は全員一致をもって堀内里紗氏の博士学位請求論文
は、本学博士学位を授与するに相応しいものと判断する。
